
の誕生

OOHの新しい時代～デジタル時代の到来
A new era of OOH～The arrival of the digital age

■ 千葉総合工場における検品・仮組
　 搬入されたLEDユニットを一点、一点検品の上、実際の取付施工を想定した実機の仮組を工場内で行います。

■ 仮組用設備の整備
2017（平成29）年に「SHOWA VISION」事業
に向けて大改修した千葉総合工場は、「幅20ｍ、
  高さ5ｍ」及び「幅10ｍ、高さ5ｍ」の規模を
持つＬEDユニットの仮組用設備を設置しました。
奥行き50ｍを生かして、実際の視認性や施工
現場に近い状況下の検証も可能となっており
ます。

1990年代に入って誕生した白色LEDの登場は屋外使用も可能なサインの光源への活用にのみならず
「フルカラー LEDビジョン」へも取り入れられて屋外使用が可能な多数のビジョンが誕生しています。
この新しい時代に則した屋外広告アイテムについて当社においては「SHOWA VISION」ブランドとして
永年のノウハウを活用し、媒体設定をはじめとして企画、設計、部品調達、工場内仮組、試験点灯、現場設置
をワンストップでスポンサーのサポートが可能な体制を2017（平成29）年より開始しております。

近年、その数を急増させている屋外仕様の大型LEDビジョンは屋外広告媒体
ならではのスケール感とタイムリーな情報を複数のビジョンを通じて配信
する有効性、またコンテンツ技術の向上により、人々の注目を集める新たな
るメディアになっています。現在に至るそのスタートは、電球の点滅を制御
することで文字やシンプルなデザインを表現した電光掲示は固定された
意匠表現と異なり世間へのタイムリーな情報を提供する事に始まりました。
いわゆる電光ニュースと当社では位置づけておりました。時事情報や時刻、
天気予報の情報を提供することで公共性を高めるものでもありました。

搬入作業

組立作業

品番・数量の確認 LEDユニットの検品

配線・調整 仮組完成



■ 試験点灯
　 実施工時に不点灯が起こらないようにエラーチェックを兼ねて全LEDユニットを数日間全点灯させます。

■ 現場施工
　 点灯確認を行いながら、ミリ単位の微調整でLEDユニットを隙間なく設置していきます。

■ 完成

2021（令和3）年 3月
心斎橋PARCO



の躍進

2019（平成31）年3月
プリマハム（数寄屋橋）

2020（令和2）年2月
MESSE AMUSE MALL（幕張）

2017（平成29）年9月
PARCO_ya（上野）

2017（平成29）年12月
 ハリウッドワン（ベトナム：ハロン湾）

2019（平成31）年3月
ハリウッドワン（ベトナム：ハノイ）

2019（令和元）年11月
サミットストア テラスモール（松戸）


